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論文内容の要旨
本論文は、オントロジー記述環境の開発と利用に関する研究をまとめたものであり、以下の 8 章より構成されてい
る。
第 l 章は序論であり、本研究の背景、研究目的およびオントロジー工学における本研究の意義を述べた。
第 2 章では、本研究の中心となるオントロジーについて、その定義および知識システム構築においてオントロジー
が果たす役割について述べた。
第 3 章では、筆者らが開発を進めてきた、オントロジー構築・利用環境「法造」の概要と、本論文で報告するオン
トロジー記述環境「オントロジーエディタ」の「法造」における位置付けについて述べた。
第 4 章では、オントロジーエディタの設計・開発に先立つて行った、ロール・関係概念に関する考察内容を述べた。
ロール概念は特定のコンテクストに依存して定義がなされる概念で、オントロジーの基礎理論において重要な概念と
して様々な研究がなされてきた。本研究では、従来研究で扱われてきたロールという概念を、ロール概念およびロー
ルホルダーという 2 種類の概念に詳細化し、定義内容の詳細や概念的性質の相違点を明確にした。一方、オントロジー
における概念と関係の扱いを明確にするために、全体概念、関係概念という 2 つの概念を導入した。このようなロー
ル・関係概念に関する理論を整理することで、複雑な事象を統一の取れた概念を用いて捉えることが可能となり、オ
ントロジーの再利用性が向上すると考えられる o
第 5 章では、 4 章で述べたロール・関係概念理論に基づいて開発された、オントロジー記述環境「オントロジーエ
ディタ」の詳細を述べた。最初にオントロジーエディタのシステム構成を述べ、次いでオントロジーおよびモデルの
構築について、 4 章で述べたロール・関係概念理論がどのように実装されているかを中心に述べた。
第 6 章では、本研究で開発したオントロジーエディタの利用例を述べた。主に、石油精製プラントプラントオント
ロジーの構築から利用の一連の過程について述べ、この一連の利用過程を通して、オントロジーエディタが実規模の
オントロジー構築における使用に耐えうることを示した。
第 7 章では、オントロジーの基礎理論および、オントロジー記述環境の開発に関する関連研究と本研究を比較し、
オントロジーの基礎理論を実装したシステムとしての本研究の位置付けを述べた。
第 8 章では、本研究で得られた主な成果をまとめ、今後の研究課題について述べた。
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警論文審査の結果の要旨
近年における情報化社会の発達に伴う知識システムの巨大化・複雑化によって、知識の共有・再利用に貢献するオ
ントロジーが注目され、オントロジーを構築するためのソフトウェア(オントロジー記述環境)の開発が望まれてい
る。本論文は、オントロジーの基礎理論の立場から「ロール概念」、「関係概念」に注目し、オントロジー記述環境で
サポートすべき概念的性質を明らかにしている。そして、これらの基礎理論に基づいてオントロジー記述環境を開発
し、その利用例を通して開発したシステムの有用性について検討しており、得られた主な成果を要約すると次の通り
であるo
(1)コンテクストに応じて認識のされ方が変化する概念を、オントロジー基礎理論に基つeいた統一的な枠組みで取り
扱うために、従来研究における「ロール」を「ロール概念J Iロールホルダー」という 2 つの概念に詳細化し、
「基本概念」を含めた 3 種類の概念に関して、オントロジー記述環境で実装すべき概念的性質を明らかにしてい
る。
(2)あるものが概念と関係の 2 つの捉え方がなされるという問題に関して、「関係概念J I全体概念」という 2 つの概
念を導入することで 2 つの概念化の違いを明らかにし、オントロジーの基礎理論に基づいた概念と関係の扱いを
明確にしている。
(3) I ロール概念」および「関係概念」に関する考察を中心としたオントロジーの基礎理論に基づき、従来のシステ
ムにはないオントロジーの本質的性質を扱う能力を備えた、オントロジー記述環境「オントロジーエディタ」を
設計・開発している。
(4)開発したオントロジー記述環境を、実規模の石油精製プラントを対象にして、オントロジーおよびモデルの構築
から、それらを利用したアプリケーションの開発に至る一連の過程で使用した経験を通して、本システムがオン
トロジーの構築から利用の過程において必要な機能を提供しており、現実規模のオントロジー構築における使用
に耐えうるシステムであることを確認している。
以上のように、本論文は、「ロール概念J I関係概念」を中心としたオントロジー基礎理論の成果に基づいたオント
ロジー記述環境を開発し、実問題への適用を通してその有用性を示しており、得られた成果は、オントロジー工学、
ならびに知識工学に貢献するところが大きし、。よって、本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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